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Nakamura D, Honda K, Yamazaki T, Hayashi H, Tsutsui S, Fukushima A, Honda S, Uetani M, Ashizawa K: Stereotactic
body radiation therapy for clinically diagnosed early-stage non-small cell lung cancer: Importance of accurate CT
interpretation by experts. Precision Radiation Oncology 8(1): 30, 2024. doi: 10.1002/pro6.1220.
Takeshita M, Toyomoto R, Marui K, Ito M, Eto H, Takehara K, Matsui M: Cardiotocography use for fetal assessment
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Usuki K, Ohtake S, Honda S, Matsuda M, Wakita A,Nawa Y,Takase K, Maeda A, Sezaki N, Yokoyama H, Takada S,
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Ishii M, Tominaga T, Nonaka T, Takamura Y, Oishi K, Hashimoto S, Shiraishi T, Noda K, Ono R, Hisanaga M, Takeshita
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坂谷愛季,小橋川直美,江藤宏美：哺乳力の弱いことが予測される新生児の母親に対する早期の搾乳刺激効果の検

証. 日本助産学会誌 39(1): 79-91, 2024.
宮田海香子,佐々木規子,江藤宏美：無侵襲的出生前遺伝学的検査(NIPT)導入後の出生前検査の変化と今後の課題.
保健学研究 37: 19-26, 2024.

Ono R, Tominaga T, Ishii M, Hisanaga M, Araki M, Sumida Y, Nonaka T, Hashimoto S, Shiraishi T, Noda K, Takeshita H,
Fukuoka H, Oyama S, Ishimaru K, Sawai T, Matsumoto K: Short-term outcomes of delta-shaped anastomosis versus
functional end-to-end anastomosis using linear staplers for colon cancer. Techniques in Coloproctology 28(1): 131, 2024.
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Tominaga T, Nonaka T, Fukuda A, Moriyama M, Oyama S, Ishii M, Sumida Y, Takeshita H, Hisanaga M, Fukuoka H, Tou
K, Tanaka K, Sawai T, Nagayasu T: Utility of transanal tube for preventing severe anastomotic leakage following low
anterior resection for patients with diverting stoma. International Surgery 107(3): 120-129, 2024. doi: 10.9738/INTSURG-
D-22-00002.1.
Tominaga T, Nonaka T, Hashimoto Y, Hamasaki K, Arai J, Matsumoto K, Sawai T, Nagayasu T: A surgical training system
designed to help trainees acquire laparoscopic surgical skills at a rural Japanese institute. Surgery Today 54(2): 145-151,
2024. doi: 10.1007/s00595-023-02713-w.
Tominaga T, Nonaka T, Hashimoto S, Shiraishi T, Noda K, Hisanaga M, Takeshita H, Fukuoka H, Sawai T, Nagayasu T:
Correlations of age with clinicopathological features, perioperative outcomes and the prognosis in patients with colorectal
cancer: a Japanese multicenter study. Surgery Today 54(4): 310-316, 2024. doi: 10.1007/s00595-023-02724-7.
Honda A, Liu Y, Ono M, Nishida T, Tsukigi T, Fauth EB, Honda S: Impact of visitation restrictions on the mental health of
family caregivers during the COVID-19 pandemic: A mixed methods study. Journal of Advanced Nursing 80(4): 1652-
1665, 2024. doi: 10.1111/jan.15918.

Yamaguchi A, Tominaga T, Nonaka T, Takamura Y, Oishi K, Shiraishi T, Hashimoto S, Noda K, Sawai T, Kurohama H,
Okano S, Nagayasu T: Resection of medullary carcinoma of the colon arising in the ascending colon: a case report. Acta
Medica Nagasakiensia 67(2): 95-99, 2024.
Tei S, Tominaga T, Nonaka T, Takamura Y, Ishii M, Fukuoka H, Hisanaga M, Takeshita H, Sawai T, Nagayasu T:
Microsatellite instability status and its clinical significance in patients with colorectal cancer: a multicenter database study.
Acta Medica Nagasakiensia 67(2): 75-80, 2024.

藤本裕二,楠葉洋子,松浦江美,古野貴臣,藤野成美：地域で生活する統合失調症者の身体活動量とリカバリーとの

関連. 医学と生物学 164(3): 1-9, 2024.
春田優菜,加藤千穂,神徳備子,岡島　義,江藤宏美：大学生を対象とした不眠症に対するデジタル短期的認知行動

療法（dBBT-I）による睡眠の変化：パイロット研究. 看護科学研究 22: 77-89, 2024.

岳 こなみ,黒田裕美,田中準一,藤本裕二,松浦江美：精神科看護師の看護実践能力の自己評価に関連する要因の検

討. 日本看護科学会誌 44: 1048-1058, 2024.

谷口千絵,渡邊浩子,渡邊典子,和泉美枝,宮川幸代,眞鍋えみ子,江藤宏美,高田昌代,北村　聖,村上明美：助産師教育

における実習生の質保証のための助産学共用試験に対する教員の認識. 日本助産学会誌 38(1): 145-154, 2024.
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細尾萌子,小田初美,副島和美,倉本孝子：看護・助産師教育に活かすパフォーマンス評価ワークブック : 導入のた

めの初めの一歩. 創元社 : 43-51, 2024.

ガイドライン委員会,上田佳代,江藤宏美,竹下　舞,豊本莉恵,増澤祐子,堀内成子,福澤利江子,井上さとみ,臼井由利

子,西野友子：エビデンスに基づく助産ガイドライン －妊娠期・分娩期・産褥期 2024. 日本助産学会誌

38(Supplement_1): A151, 2024.

藤堂知未,神徳備子,江藤宏美：初産婦における会陰マッサージ教育プログラムの実装：ヒストリカル・コント

ロール研究-Implementation of a perineal massage educational program among primiparas: A historical controlled study.
看護科学研究 22: 1-12, 2024.

石松祐二：呼吸器疾患における生理機能検査を考える. 日本臨床検査医学会誌 72(5): 396-402, 2024.

本田智治,石松祐二,辻麻由美,大山祐介,吉田浩二：九州圏内の救命救急センターに所属する看護師の代理意思決

定支援の実践状況と関連要因. 日本看護科学会誌 44: 32-41, 2024.

中野治郎,福島卓矢,石井　瞬,神津　玲,夏迫歩美,杉本恭兵,壱岐尾優太,松浦江美,森下　暁,永石惠美,勝島詩恵,上野

和美：外来化学療法に通院するがん患者に対する運動指導の効果検証. 大阪府理学療法学術大会学会誌 36: 107,
2024.

宮下律子,城戸貴志,坂本憲穂,城戸久美子,野口康子,小笹　睦,時任高諄,奥野大輔,由良博一,石本裕士,末松貴史,石松

祐二,田中義正,迎　寛：BEAT PCD TEM Criteriaの有用性の検証. 日本呼吸器学会誌 13(増刊): 244, 2024.

尾長谷　靖,入来　隼,深堀　範,永江由香,竹本真之輔,高園貴弘,坂本憲穂,福島千鶴,藤原航平,若杉勇弥,酒井智弥,石
松祐二,山下鮎子,舩越　哲,西野友哉,迎　寛：臨床諸問題 教育 血液透析患者のドライウェイト管理補助における

肺音解析の有用性. 日本呼吸器学会誌 13(増刊): 192, 2024.
坂本憲穂,宮下律子,小笹　睦,時任高諄,由良博一,城戸貴志,石本裕士,迎　寛,石松祐二：潰瘍性大腸炎罹患歴をも

つ患者に発症した自己免疫性肺胞蛋白症の2例. 肺癌 64(3): 223, 2024.
石本裕士,宮下律子,小笹　睦,時任高諄,奥野大輔,由良博一,城戸貴志,坂本憲穂,松本桂太郎,石松祐二,福岡順也,森本

浩之輔,中田　光,迎　寛：生体肺移植後に再燃した進行性線維化を伴う自己免疫性肺胞蛋白症の1例. 日本呼吸器

学会誌 13(増刊): 243, 2024.
城戸貴志,坂本憲穂,原敦　子,加藤丈晴,吉村麻衣,山内俊輔,鶴田一人,宮下律子,小笹　睦,時任高諄,由良博一,石本裕

士,今泉芳孝,尾長谷靖,石松祐二,宮崎泰司,柳原克紀,迎　寛：呼吸器内視鏡の未来と新技術 肺リンパ腫のBALFを
用いた分子生物学的診断法. 気管支学 46(Suppl.): S175, 2024.
時任高諄,城戸貴志,永淵　修,朝重耕一,松本理宗,溝口　聡,由良博一,石本裕士,篠塚賢一,中澤　暦,坂本憲穂,石松祐

二,永安　武,迎　寛：呼吸器検体を用いたマイクロプラスチックの検出. 日本呼吸器学会誌 13(増刊): 284, 2024.
石松祐二,海部佳純,時任高諄,奥野大輔,由良博一,城戸貴志,石本裕士,坂本憲穂,花田匡利,神津　玲,迎　寛：間質性

肺疾患患者の身体活動量と長崎大学呼吸器ADLの関連. 日本呼吸器学会誌 13(増刊): 367, 2024.

一般社団法人日本頭蓋健診治療研究会編：小児の頭蓋健診・治療ハンドブック ～赤ちゃんの頭のかたちの診か

た 第2版. メディカ出版 : 56-60, 2024.

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

勘澤晴美,江藤宏美：【"進まないお産、安心できないお産"ビジュアルガイド 待てる?待てない?助産師がみきわ

める】ケーススタディ 助産師の対応 子宮収縮薬投与後、有効な子宮収縮が生じているが子宮口が開かない. ペ
リネイタルケア 43(10): 1017-1022, 2024.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

黒田裕美・教授 専任査読委員 日本循環器看護学会

0 0 4 0 6 47

黒田裕美・教授 代議員 日本看護科学学会

黒田裕美・教授 査読委員 第44回日本看護科学学会学術集会

黒田裕美・教授 評議員 日本看護研究学会

黒田裕美・教授 専任査読委員 日本看護研究学会

江藤宏美・教授 評議員 聖路加看護学会
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江藤宏美・教授 編集委員会委員 日本助産学会

江藤宏美・教授 総務委員会委員長 日本助産学会

江藤宏美・教授 ガイドライン委員会委員 日本助産学会

江藤宏美・教授 理事 日本助産学会

江藤宏美・教授 理事 長崎県母性衛生学会

江藤宏美・教授 評価基準検討委員会委員 日本看護学教育評価機構

江藤宏美・教授 会長 長崎県助産師会

江藤宏美・教授 評議員 日本看護科学学会

石松祐二・教授 長崎労災保険診療指導委員 長崎労働局

江藤宏美・教授
理事（教育機関認証評価部・個人認証評価
部）

日本助産評価機構

江藤宏美・教授 英文誌編集委員会（Managing Editor） 日本看護科学学会

石松祐二・教授 地方労災委員 長崎労働局

松浦江美・教授 評議員 日本看護研究学会

石松祐二・教授 代議員 日本呼吸器学会

石松祐二・教授 委員 長崎県福祉保健審議会

澤井照光・教授 評議員 日本消化器外科学会

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会

松浦江美・教授 専任査読委員 日本看護研究学会

松浦江美・教授 世話人 佐賀県膠原病友の会

澤井照光・教授 評議員 九州外科学会

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部

澤井照光・教授 学会評議員 日本消化器病学会

澤井照光・教授 評議員 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会

澤井照光・教授 世話人 Nagasaki Bowel Club

澤井照光・教授 世話人 長崎炎症性腸疾患研究会

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会九州支部

澤井照光・教授 運営委員 IBD Club Jr. Kyusyu

澤井照光・教授 がん対策部会大腸がん委員会委員 長崎県保健医療対策協議会

澤井照光・教授 委員 長崎市社会福祉審議会

澤井照光・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省

澤井照光・教授 環境保健分野研究評価分科会委員 長崎県研究事業評価委員会

本田純久・教授 評議員 日本老年社会科学会

田中準一・准教授 代議員 日本疫学会

本田純久・教授 評議員 日本健康学会

本田純久・教授 代議員 日本疫学会

田中準一・准教授 Expert Reviewer CIN: Computers, Informatics, Nursing
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)「実践的看護臨床薬理学教育モデ
ル(iDrug)に基づいた新たな教育システムの開
発」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

田中準一・准教授 英文誌編集委員会（Subject Editor） 日本看護科学学会

松浦江美・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「膠原病患者の口腔ケア・口腔内
環境の現状及び口腔ケア介入前後の効果に関
する研究」

研　究　題　目

江藤宏美・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(B)「乳幼児の頭蓋変形の発生頻度お
よびリスク因子の探索と変形予防プログラム
の実装研究」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「妊婦の睡眠障害に対する『簡易
版digital CBT-I』の開発と評価」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「乳幼児の睡眠関連問題質問票の
開発と国内標準値に基づいたスコアリングシ
ステムの構築」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)「助産学共用試験による学生の助
産実践能力の修得と共用試験実用化に向けた
体制の構築」

基盤研究(B)「女性活躍推進時代に働く男性と
女性の子育て社会環境変革に向けた実装研
究」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)「周産期医療におけるDVスクリー
ニングと支援のスケールアップを目指した実
装研究」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)「産後尿失禁予防のための超音波
による診断システムの開発」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)「孤独感－自殺プロセスに寄与す
る睡眠問題の特定と認知行動療法による孤独
予防効果」

石松祐二・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「間質性肺疾患におけるサルコペ
ニア・ダイナペニアの臨床的意義とバイオ
マーカーの探索」

石松祐二・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「慢性閉塞性肺疾患患者における
呼吸サルコペニアの実態解明と治療プログラ
ムの確立」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「ウィメンズヘルスにおける包括
的ビタミンDマネージメントに向けた検討」

石松祐二・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「高齢者介護施設における職員の
感染対策の実態と教育ツールの効果検証」

本田純久・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「介護職員として働きながら親を
介護している多重介護者のストレスマネジメ
ントの実際」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「子どもはいかに出生コホート調
査参加意識を形成しインフォームド・アセン
トに至るのか」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「青年期における体罰容認意識の
関連要因 ―親性準備性促進プログラム開発に
向けてー」

本田純久・教授 国立がん研究センター 分担
がん研究開発費　「共同研究グループのデー
タセンター間の連携によるがん治療開発研究
の効率化と質的向上のための研究」
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

本田純久・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「多重介護をしている介護職員の
就労ストレスと離職防止にむけた職場環境の
整備」

黒田裕美・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「ダウン症者における在宅での簡
易検査を用いた睡眠呼吸障害の評価と睡眠支
援の構築」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「多文化共生社会を生きる外国人
家事労働者を活用した高齢者介護モデルの構
築」

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

黒田裕美・教授 非常勤講師（心と身体の健康学） 長崎純心大学

田中準一・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「看護学生・看護職のeヘルスリ
テラシー向上を目指したオンライン教育プロ
グラムの開発」

松浦江美・教授 看護職員研修講師（看護研究） 独立法人国立大学病院機構嬉野医療センター

松浦江美・教授 非常勤講師（看護研究）
独立法人国立大学病院機構嬉野医療センター
附属看護学校

黒田裕美・教授 非常勤講師（人間関係論） 長崎市医師会看護専門学校

松浦江美・教授 非常勤講師（看護研究） 長崎医師会看護学校

田中準一・准教授 非常勤講師（看護研究） 長崎市医師会看護専門学校

田中準一・准教授 非常勤講師（情報科学Ⅱ） 長崎市医師会看護専門学校

本田純久・教授 非常勤講師（臨床統計学） 福岡歯科大学

田中準一・准教授 非常勤講師（心と身体の健康学） 長崎純心大学

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

江藤宏美・教授

⻑崎⼤を中⼼とする国内初の
「乳幼児の頭蓋変形」に関す
る⼤規模研究が2024年度科学
研究費助成事業として採択、
研究の更なる発展が期待され
ます
https://prtimes.jp/main/ht
ml/rd/p/000000059.00004644
5.html

PR TIMES
株式会社ジャパ
ン・メディカル・
カンパニー
プレスリリース

2024年3月8日

五島市で出生した乳児の頭の
かたちを3Dカメラで測定。頭
蓋縫合早期癒合症の発見と斜
頭症の発生率の調査を行うと
いうもの。
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